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イノベート高松 ー 夢と誇りを持って！ 
※ イノベートとは、改革するとか革新するという意味ですが、 

単に変えるというだけでなく、より高い次元に引上げるという意味があります。 

私は、高松を、改革しながら、経済、くらし、様々な面で、より良い、より暮らしやすい都市にします。 
 

大西ひでとの政策宣言（マニフェスト） 
  
私はこれまで２０年以上にわたって地方自治に携わってまいりました。その経験をもとに、こ

れから４年間で取り組む政策をまとめました。 
マニフェストは私にとって市民の皆さんとのお約束です。もとより、新人として入手できる情

報に限りがある中で作成したものですが、このマニフェストをさらに発展させ、充実した取組に

つなげていきます。 
 

 
「文化の重視」と「人間性の回復」を基本理念とし、目指すのは、 
すべての市民が暮らすことに誇りを持てる『真の田園都市・高松』の構築です。 
 
そのために、新しい総合計画をできるだけ早期に策定し、 

マニフェストに掲げる 
 ＜高松・まちづくり＞＜高松・人づくり＞＜高松・行政改革＞に 

全力で取り組みます！ 
 

イノベート高松 ー 夢と誇りを持って！
「文化の重視」と「人間性の回復」を基本理念 とし、
『真の田園都市・高松』の構築をめざします。

※ イノベートとは、改革するとか革新するという意味ですが、単に変えるというだけでなく、より高い次元に引上げるという意味があります。

私は、高松を、改革しながら、経済、くらし、様々な面で、より良い、より暮らしやすい都市にします。

高松・まちづくり
・道州制時代の中枢拠点都市・高松づくり
・福祉を充実した、安心で安全に暮らせるまちづくり
・人と環境にやさしいまちづくり
・芸術と文化のまちづくり
・市民と行政の協働によるまちづくり

高松・人づくり
・特色のある学校づくり
・子どもたちが伝統文化を大切にする心の育成
・地域における自己実現の機会の増大
・スポーツの振興
・男女が協働して参画する社会の実現

高松・行政改革
・情報公開の徹底
・コミュニケーションの活性化
・説明責任の全う
・無駄を省いた健全な財政運営
・他自治体との連携・協調

大西ひでと・マニフェスト
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 ＜高松・まちづくり＞ 
 
○ 道州制時代の中枢拠点都市・高松をつくります。 
地方分権時代は、それぞれの都市が自立し、地域の個性と創造性を活かして競い合う時代です。

合併後の一体感の醸成を図るとともに、都市間競争に打ち勝つ活力と魅力ある高松をつくり、道

州制時代における州都をめざして中枢拠点都市機能を強化します。 
そのために、 

1. 商都・高松の中心市街地ににぎわいをとりもどす活性化の取組を推進します。 
2. 都市計画マスタープランを早期に改定し、コンパクトなまちづくりに取り組みます。 
3. サンポート、玉藻公園、中央公園の魅力づくりなど都市の顔づくりを進めます。 
4. 市内の公共施設を高速回線で結ぶ地域イントラネットを構築するとともに、全市域ウルト
ラブロードバンド化構想を打ち出し、整備を進めます。 

（※「ウルトラブロードバンド」＝上りも２０メガ bps程度以上。ｗｅｂ2.0時代に都市間競争で優位性を発揮するものと

なります。） 

5. 石材業など地域の資源を活かした特色のある産業を振興するとともに、農業、水産業の振
興などを含め高松ブランドを打ち立てます。 

6. 四国遍路の世界遺産登録に向けて、県・経済界とともに積極的に取り組みます。 
7. 塩江温泉郷の振興、屋島観光の再生等に取り組みます。 
8. 市内全域における将来像も検討しながら、公共交通の利便性の確保に取り組みます。 
9. 道路をはじめ、河川、港湾など必要な基盤整備を推進します。 

 
 
○福祉を充実し、安心・安全に暮らせるまち・高松にします。 
 福祉を充実させ、災害への備えを一層強化するなど、市民の皆さんが安心して安全に暮ら

せるまちをつくっていきます。 
 そのために、 
10. 高齢者や障害者が安心して暮らせるよう福祉施策を充実します。 
11. あらゆる施策にユニバーサルデザインの考え方を取り入れ、ユニバーサルなまちづくりを
推進します。 

12. 地域ぐるみで子供を大切にする取組の支援など、子供を生み育てやすい環境づくりを進め
ます。 

13. 保育所待機児童ゼロを目指します。 
14. 保健医療施策の充実を図り、市民病院のあり方検討を踏まえ、その移転改築に取り組みま
す。 

15. 市民の皆さんの健康づくりに積極的に取り組み、健康寿命を引き上げます。 
16. 子どものいじめ問題、子どもたちの安全対策に積極的に取り組みます。 
17. 自主防災組織の立ち上げ、強化に取り組むとともに、常備消防や消防団の充実を図ります。
18. １６年度災害を教訓に高潮･洪水対策など災害に強いまちづくりを推進します。 
19. 自己水源の確保を図り、渇水への備えを万全に行います。 
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○人と環境にやさしいまち・高松をつくります。 
良質な環境は私たちに暮らしの豊かさを実感させるとともに、都市の魅力も高めます。市民の

皆さんが快適に暮らすことができる高松にするため、スローライフの考えも取り入れ、環境に配

慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し、生活者の視点に立ったまちづくりに取り組みます。 
 そのために、 

20. 歩行者と自転車にやさしい、いわば「散歩が似合う街づくり」を推進します。 
21. たばこ、空き缶のポイ捨て禁止など環境の美化の観点も含め、美しい景観を保護・復元す
るために既存の条例を発展させて「美しいまちづくり条例（仮称）」を制定します。 

22. 買い物袋持参など環境にやさしい活動について、事業者の協力も得ながら全市域で取り組
みます。 

23. 市内に点在する里山の保全に積極的に取り組みます。 
24. 海、川、ため池、森林、上下水道など水に関わる様々な関係者が一同に会する「高松市水
環境会議（仮称）」を設置し、水をめぐる各種施策の連携を図ります。 

25. 集落排水や合併処理浄化槽を含め、全市域下水道化に向けて整備を促進します。 
 
 
○芸術と文化のまち・高松を目指して取り組みます。 

芸術文化は私たちの暮らしを豊かにするとともに、都市の魅力を高め、創造する力を生み出

す源です。高松におけるソフトの社会資本として芸術文化の振興に取り組みます。 
そのために、 

26. 公園や広場などの公共スペースを活用した音楽イベントなどを支援し、楽しい街づくりを
進めます。 

27. 既存施設を活用した文化、スポーツの活動拠点の整備を図ります。 
28. 高松市美術館、イサムノグチ庭園美術館、四国村ギャラリーなどを組み込んだアート・ツ
ーリズムを県とも連携しながら推進します。 

29. 香川フィルムコミッションとも連携しながら高松市に関連する映像による情報発信力を
強化します。 

 
 
○市民と行政の協働によるまち・高松をつくります。 
  今日、社会における価値観の多様化や市民活動に活発化の動きが見られます。まちづくりも

市民と行政が協働して取り組むことが大切になってきています。また、その基盤として、市政

情報を積極的に公開・発信し、市民の皆さんの市政への参画の機会を充実します。 
  そのために、 

30. コミュニティ活動、青年団体、女性団体など地域における住民活動の振興を図ります。 
31. ＮＰＯなどの活動を支援し、公共を多様な主体が担う豊かなものにしていきます。 
32. 今後大量退職が見込まれる団塊世代の方々の定住、活躍の場づくりを進めます。 
33. インターネット、ケーブルテレビなど通信、放送の情報媒体を積極的に活用した市政情報
の公開・発信を進めます。 

34. 審議会などへの公募委員の積極的な登用など、市政への市民の皆さんの参画の機会を増大
します。 
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＜高松・人づくり＞ 
 

21世紀を担う子どもたちに良質な教育環境を整備します。また、市民の皆さんの地域における
自己実現の機会を増大させ、生き生きとした暮らしを実現するための環境を整備します。 
そのために、 

35. 学校教育において、少人数学級や特色ある学校づくりを進めます。 
36. 子どもたちが高松の伝統文化に触れる機会を増やし、それを大切にする心を育みます。 
37. 野球、バスケット、サッカー、バレーなどのトップチームの活躍を応援しながら学生、学
童スポーツまで、裾野の広い様々なスポーツの振興を図ります。 

38. 市役所における女性幹部職員の登用や審議会等の女性委員の増員等を図るとともに、地域、
職場、家庭など様々な場面での男女共同参画社会の実現に取り組みます。 

39. 社会教育活動、レクリェーション活動の支援を通して市民の皆さんの地域における自己実
現の機会の増大を図ります。 

40. 学校、幼稚園、保育所等における食育を推進します。 
 
 
 
＜高松・行政改革＞ 
 
長引く景気の低迷の影響で、市の財政は大変厳しくなっています。事業にも集中と選択が欠か

せません。情報公開を徹底し透明性が高く説明責任を全うできる市役所にします。また、コミュ

ニケーションを活性化し、他自治体とも協調・連携を進めます。さらに、子や孫の世代に大きな

つけを残さないためにも、健全な財政運営を図ります。 
 そのために、 
○ 情報公開を徹底し、無駄を省くとともに説明責任を全うします。 

41. 行政運営のあらゆる場面において情報公開を徹底します。 
42. 高松版ベストヴァリュー（政策評価システム）を確立し、導入します。 
43. 指定管理者制度やアウトソーシングの推進、市場化テストの導入検討を進めます。 
44. 予算編成に徹底した現場主義を導入し、そのプロセスを公開します。 
45. プライマリーバランスの黒字を維持するとともに、その黒字幅を拡大させます。 
46. 国の公務員・総人件費改革の目標値以上の職員数の削減を図るなど、総人件費の抑制に取
り組みます。 

47. 昇任試験制度を導入し、客観的で公平、公正な人事制度を確立します。 
 
○ コミュニケーションを活性化し、他自治体とも協調・連携して、地方分権を推進

します。 
48. 地方分権時代の市政運営の基本ルールを定めた「高松市自治基本条例（仮称）」を制定し
ます。 

49. 県内他市町に呼びかけ、道州制時代を展望した基礎自治体のあり方の研究を行うとともに、
横の連絡組織を強化して政策研究や政策提言を積極的に行います。 

50. 相互信頼関係に基づく行政を推進するため、県との定期的な意見交換の場を設定します。 


